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研究成果の概要（和文）：　本研究は、街なみ景観の評価に感性工学手法を適用し、景観の特徴量と街なみのイメージ
との関係を分析することを目的としている。自己組織化マップによる土塀景観の感性評価手法を確立した。また、下関
市長府地区の土塀の現地調査を行った。土塀景観の画像をデータベース化した。土塀のテクスチャと感性評価イメージ
を双方向に推論する手法を確立した。

研究成果の概要（英文）：This study is intended to apply kansei engineering to evaluate the streets 
landscapes to analyze the relationship between the image amount and the streets of the landscape. We have 
established kansei evaluation method of the mud wall landscape with self-organizing map. In addition, it 
was carried out field survey of the mud wall of Shimonoseki Chofu district. The image of the mud wall 
landscape we have a database. Texture and kansei evaluation image of the mud wall I have established a 
method to inference.

研究分野：感性工学
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１。研究開始当初の背景 
 感性工学と景観評価を研究テーマとして
設定した背景としては、2004 年の景観法を
契機として、地域が固有の特性を活かした景
観の整備・保全を図ることが必要になったこ
とがある。景観法では、良好な景観は地域の
自然、歴史、文化等と人々の生活、経済活動
等との調和により形成されるものとされて
おり、さらにこれらの景観の整備・保全のた
めには地域住民の意向を踏まえることおよ
び土地の利用者に対する適正な制限が必要
であるとされている。このため、住民の合意
形成が不可欠であり、合意形成を含めた施策
を推進するためのソフト的な手法（景観協議
会等）が設けられている。すなわち、地域の
意向を十分に反映した、無理の無い施策が求
められることになる。一方で、感性工学は消
費者のニーズを物理的なデザイン要素に翻
訳し商品開発に活かすことができる有効な
手法である。このため、景観整備・保全に向
けた地域の意向を細かく分析し、施策に活か
すことが可能であると考えられる。本テーマ
の応募にいたるまでに、2009 年度から下関
市都市計画課と共同で下関市長府地区にお
いて景観協議会の組織化に向けた「景観重点
地区調査」を実施しており、一部の成果につ
いては学会等で公表している。  
 
２。研究の目的 
 本研究では、SOM を用いた感性評価手法
を景観の評価に適用する。感性工学では、評
価サンプルを準備し、SD 法による感性評価
実験により得られたデータを、多変量解析、
ニューラルネットワーク、ラフ集合等を用い
て分析する手法が確立されている。先行研究
では、SOM を用いて街なみのイメージマッ
プを作成しているが、街なみ景観のイメージ
は色彩に強く影響するため、色彩を詳細に分
析する必要がある。本研究では、SOM を用
いた色彩等の景観属性の感性評価手法を確
立することを目的としている。 
 本研究では、非接触型のシステムを用いて
景観要素の色彩を計測する。先行研究では分
光測色計を用いて、計測値に平均化により色
彩を計測したが、一般に景観要素の色彩はグ
ラデーションがかかっていることや汚れが
付着しているために、接触型の機器で正確に
計測することは難しい。本研究では、グラデ
ーションや汚れの影響を極力受けないよう
に、デジタルカメラで撮影した我座像から色
彩を計測する。 
 本研究では、対象地区の街なみを VRシス
テム上にモデル化する。一般に、景観ワーク
ショップ等では、対象地区のオンラインのデ
ジタルマップや実際の建築物などを 3D でモ
デル化した VRシステムが利用されている。
本研究では、Google マップ上に対象地区の
3D モデル画像を配置することを想定し、対
象地区のモデル化を行う。加えて、感性分析
の結果をシステムにインプリメントし、イメ

ージ、3D モデル、デジタルマップがシーム
レスに統合されたシステムの構築を目指す。 
 
３。研究の方法 
 初年度は、下関市長府地区の土塀の街なみ
を対象にして、景観の現状調査を実施する。
調査方法としては、地域で活動しているコミ
ュニティや住民に対する聞取り調査と、感性
評価実験による景観評価を実施する。また、
色彩計測については、分光測色計と面積色彩
計測システムを使ってデータを収集し、両手
法の有効性について検討を加える。 
 ２年度以降は、SOM を使った感性データの
分析手法を検討する。従来法では、入力デー
タにサンプルの特徴量を含んだ場合の学習
アルゴリズムについて検討する。さらに、街
なみの 3D 画像によるモデル化と、オンライ
ンシステムへのインプリメント、感性データ
分析結果のインプリメントを行い、景観誘導
指針を策定および、本手法の有効性の検証を
行う。 
 
４。研究成果 
 本研究は、街なみ景観の評価に感性工学手
法を適用し、景観の特徴量と街なみのイメー
ジとの関係を分析することを目的としてい
る。平成２５年度までの研究において、自己
組織化マップによる土塀景観の感性評価手
法を確立した。また、下関市長府地区の土塀
の現地調査を行い、約１２０箇所の土塀を対
象に、構造の特定と画像データの収集を行っ
た。 
 平成２６年度は、土塀景観の画像をデータ
ベース化し、デスクトップ上において画像を
表示できるよう整理した。土塀のテクスチャ
と感性評価イメージを双方向に推論可能な
推論エンジンとして、感性データによって学
習した自己組織化マップから、１対の土塀画
像から評価結果の差異を推論する手法を確
立した。 
 以上の結果から、長府の歴史的まちなみを
対象にして、土塀の景観を感性工学手法を使
って分析し、土塀の特徴と感性との関係を抽
出した。 
 まず、景観誘導指針の作成を目的に、街な
みの感性評価実験と土塀の色彩測定を実施
した。感性評価実験では、「長府らしい」街
なみがどのようなものかを多変量解析によ
り明らかにした。色彩測定からは、現状の街
なみで十分に色彩の統一がとれていること
を確認し、色彩の統一感を損なわないよう色
彩誘導指針としての色相環を作成した。計測
された土塀サンプルの色彩分布をみると、グ
レー系統から、黄系統、さらに赤系統にかけ
て連続的に分布していることがわかった。す
なわち、土塀の色彩は白壁様のグレーから、
長府の土塀の特徴的なベージュ、さらに主に
古くから残る土塀の特徴である椿油を練り
込むことで現れる赤系統色にかけて分布し
いることがわかった。また、この範囲を外れ



るサンプルが無いことから、長府の土塀が現
状において十分に色彩的な統一がとられて
いることが確かめられた。したがって、現状
で統一がとれている色彩を維持するための
誘導指針を作成し、指針に則った景観保全・
創出を図ることが可能になる。 
 さらに、土塀の色彩の特徴と感性の関係を
把握するため、SOM を使って分析を行った。
土塀の特徴量として、壁面の画像を切り出し、
画像のピクセルからHSV値を要素として算出
したヒストグラム間の距離を用いた。基準画
像との距離と感性評価値を変数にとって SOM
で分析し、変数間の関係を把握した。SOM を
使い感性評価と色彩の特徴量の関係をマッ
プとして学習した。得られたSOMマップから、
サンプルの配置が色彩の特徴量を反映して
いることがわかった。すなわち、学習された
マップのパラメータが色彩の特徴量を含ん
でいることになる。したがって、作成された
マップを利用することで、新規に土塀を設置
する場合や、土塀の修復を行う際に、仕上り
の表面画像からどのようなイメージにマッ
プできるかを特定できることが確認できた。
つまり、SOM の結果が色彩から感性評価を得
るためのスケールとして利用するできる可
能性が示唆された。 
 また逆に、得られた SOM マップは、感性評
価の尺度としても用いることができる。土塀
のテクスチャと感性との関係がSOMのレイヤ
ー上で数値化できた。すなわち、感性評価の
スケールを SD 評価値とし、画像から抽出さ
れた土塀の特徴量を用いて、感性評価とテク
スチャのスケールをSOMによって関係づける
ことができた。SOM で数値化されたスケール
は、SOM の要素ベクトルを用いて、感性評価
から土塀の特徴量を、また土塀の特徴量から
感性評価を算出することが可能である。この
ことから、景観評価および景観の保全・創出
において、SOM を用いて土塀の評価を行うこ
とができる。このように、土塀の特徴量と感
性評価の要素マップを比較考察し数値化す
ることで、土塀と感性の関係を把握すること
ができた。 
 以上、感性評価と土塀視覚的特徴であるテ
クスチャの関係を数値化することができた。
さらに、SOM の結果を長府地区の景観の保
守・創出に用いることができることを示した。 
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